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1. 緒言 

再生医療や細胞工学の発展とともに、薬剤スク

リーニングに用いる評価系は、平面培養された単

一細胞から、より生体に近い挙動を示す 3D 培養

されたスフェロイド、さらにはマイクロ流路とオ

ルガノイドを組み合わせ、動的な血流や組織間相

互作用を模した系(Organ-On-a-Chip)へと発展し

ている[1]。しかしながら、その観察手法は、光

学顕微鏡や共焦点顕微鏡による表面近傍の静的

な観察に留まっており、より詳細な薬物動態の解

析には、3D 培養された細胞内部を動的に観察・

計測可能な手法が必要であると考えられる。 

我々の研究グループでは、生体適合性を有し柔

軟性の高い導電性高分子ポリ(3,4-エチレンジオ

キシチオフェン)：ポリ(4-スチレンスルホン酸) 

(PEDOT:PSS)をチャネルとした有機電気化学ト

ランジスタ(OECT)について、そのチャネルの機

能化によるバイオセンシング応用の可能性を検

討している。特に、PEDOT:PSS にフェニルボロ

ン酸を含む相互侵入高分子網目を導入したダブ

ルネットワークハイドロゲルをチャネルにする

ことで、フェニルボロン酸とのジオール結合を利

用したグルコースの検出に成功している[2]。 

本研究では、PEDOT:PSS チャネルを多孔質構

造にし、多孔質チャネル内部を細胞培養の足場と

して 3D 培養された細胞塊内部のイオン・分子濃

度を in situ モニタリングすることを目指す。特

に本発表では、PEDOT:PSS チャネルによる分子

認識の基礎検討として、グルコースオキシダーゼ

(GOx)含有 PEDOT:PSSチャネルOECT によるグ

ルコース応答性を調査した。 

2. 実験方法 

PEDOT:PSS (0.1 wt%)と架橋剤 3-グリシジルオ

キシプロピルトリメトキシシラン (GOPS,0.3 

wt%)、GOx (10 U)の混合液を、チャネルとなるド

レイン–ソース Au 電極間に滴下、室温にて 24 時

間乾燥させた。得られた GOx 含有 PEDOT:PSS

チャネル OECT のグ

ルコース応答性を半

導体パラメータアナ

ライザーにて評価し

た(Fig.1)。     

3. 結果 

作製したGOx 含有 PEDOT:PSSチャネルOECT

において、グルコース濃度の上昇に伴い、ドレイ

ン電流が増大していくことがわかった(Fig.2)。こ

れは、GOx によってグルコースが酸化される過

程で生成され

た過酸化水素

によって、チャ

ネ ル 中 の

PEDOT が酸化

されたためだ

と考えられる。当日は、酵素含有 PEDOT:PSS チ

ャネル OECT の特徴やターゲット分子への応答

メカニズムについて議論する予定である。 
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Fig.1 作製した OECT の測定系 
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Fig.2 グルコース応答 
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